
血液事業本部のこの一年（平成19年度）の取組みについて  

l．献血者の確保対策  

（1）複数回献血協力者確保事業  

複数回献血を推進するため「綬数回献血クラブ」を運常し、継続的な献   

血への協力者を会員として、携帯電話やインターネットを通じて血液セン   

ターから会員に献血に関する情報を屁け、携借電話着一言メ＝ディ等の付加   

サービスの捉供など更なる会Hの募集に努めた。平成19隼度は、約38，000   

人増加した。  

（2）才一，二牛層献血者等確休推進事業  

将来に向けての若年層を中心とした献血者確保の 一環として、夏休み期   

間を利川して青少年（小中高生）等が血液センター、血賠分画センターの   

見学会や各椎体験学習を通じて献血の重要性を学び将来の献血者の開拓を   

行う「青少隼献血ふれあい≡幸業」や血液センター中位で地域の施設などを   

利川して、若隼者l妬けのセミナーを開催する り拍三者献血セミナー事業」   

を実施した。、ド成19年度は、合わせて約56，000人の参加があったこ、  

血液センター親子見学  スカウトフェスティバル2007  

「みんなで広げよう友情の輪」   

（3）献血協力組織育成研修事業  

献血協力組織・団体（ライオンズクラブ、学生ボランティア川体等） を   

対象に研修会等を開催し、団体1こ‖互の連携強化をIx】った。  

（4）献血協賛企業活動推進事業  

企業及び同体が行／〕ている献血活動が、社会貢献の 一つとして広く一般   

社会に認知されるよう協力1一業・川体に対してロゴrアーク等を発行し、企   



業・同体が行う献血活動の普及・拡人を図った。平成19年度は、新たに約  

1，900社の企業にロゴマークを配布した。  

（5）「第2l‖いのちと献血俳句コンテスト」の実施  

献血を通じて支えられる命について考え、献血活動の意義について理   

解・普及を図るため、昨年度に引き続いて実施し、小学生から大人まで幅   

広く約35万句の応募があった。  

いのちと献血俳句コンテスト表彰式  

（6）「第43回献血運動推進全国大会」の開催  

7月の愛の血液助け合い運動月間中に、名誉副総裁皇太子殿下のご臨席   

を仰ぎ、福井県越前前のサンドーム福井で開催し、献血の理解促進に努め   

た。  

（7）献血者健康被害救済制度の運用状況  

平成19年度において本制度の対象となる医療機関を受診した件数は777   

件（重複67件）であり、全献血者数の0．016％であった。健康被害を負っ   

た献血者から請求書を血液センターで受理し、血液事業本部に給付判定依   

頼があった医療費・医療手当請求書は544件であった。国の定める判定展   

準に基づき給付判定を行った結果、全ての請求が給付の対象となり救済が   

行われた。請求金額は医療費約706万円、医療手当約905万円、合計1，611  

万円であった。  

2．輸血用血液製剤の安全対策  

（1）血柴成分献血における初流血除去の実施  

採血時に初流血を除去することにより、皮膚常在菌及び皮膚常在菌が潜   

んでいる吋能性のある皮膚片の混入を除き、輸血用血液製剤の細菌汚染を   

防止し安全性を向上させることを目的として、既に実施している血′ト板成   

分献血、全血献血に加え、血柴成分献血についても平成19年度に初流血除   

去を実施した。   



（2）保存前「＝itL球除去を尖施した全血採血由来新蘭凍結血婦の供給開始  

仝血採血由来製剤の保存前「＝fll＿球除ノミについては、、n成19隼1月16ト1   

採血分からリミ施しており、1RO＝間の貯留保管を総て、ヤ成19隼8J］1【l   

から保存前l′tl虹球除去を尖施した仝血採1h＝11束の新鮮沈結Iftl凝（Fドl〕】．1そ）   

の供給を開始した。  

（こぅ）新たな感染症検査機器の導入l期始  

新たな感染症検査機器〃）導入を開始し、検査ノノ法を凝集法から酵素を   

川いて発）とさせ発光量で判断する化学発光酵素免疫法（C】．Ⅰて】A法）に変   

更したこ）これにより判定〃）効率化、均 一化がl測れるようにな′〕たこ，  

核酸増幅検査（NAT）については、従来の3施．設（血柴分l廟センター、   

血液管理センター、中央血液研究所）に、あらたに九州血液センターを加   

えた4施設において、現行精度の約3倍程度の向上が期待できる次期検査   

システムを導入することとし準備を進めた。  

（4）輸血用血液の感染性因子の不活化技術の検討  

不活化技術については血液製剤別に複数の方法があることから、情幸糾文   

集を行うととそ）に、それぞれの技術の安全性、有効性、製剤への影響、製   

造1二程への影響等を勘案しながら検討を行／）た。  

3．血柴分l和製剤のll］内自給化の取り糾み  

免疫グロブリン及びアルブミンの国内献血製品の販売推進によって国内   

自給化へ〝）責献を図った。特に、免疫グロブリン製剤については、3％以卜  

のl上］給向卜に′寄与・した 

なお、特殊免疫グロブリン製剤の国内自給化については、検討課題につ   

いて整理し、「血購分画製剤の製造体制の在り方に関する検討会」の「血腫   

分画製剤の製造をめぐる当面〃）課題に関するワーキンググループ」にて、   

原料血灘確保ノノ法・実施手順・製造体制等について前向きに検討を進める  

概要を説明した。  

同検討会から報吾・祝言された人きな枠組みの検討事項の中での第 一段   

階として、、ド成20隼度、L】本赤ト′宇杵では、抗Illうs人免疫グロブリン製   

剤について、．れ抗体力価を保有する既存ドナーに複数回の成分献血を積極   

l‘伽こ推進して原井川‖＿柴確保をLx】るための準備を進めている。現在、必要比   

っ効率的な原料血腫確保対策にあたり、、一1該ドナー献血裾惟のトレース等  

による解析・検証を行っているところである 
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4．過誤の防lヒ   

平成19年11月からより効率的に情報を収集し、ヒヤリハット、アクシデン  

ト発生の原田分析や全社的な再発防1卜策の共有を行うことを目的として全国  

血液センターにインシデントレポ←トを管理する電了一システムを導入し、運用   

を開始している。  

ヒヤリハット、アクシデントの未然・再発防止を図るためには、職員の危   

機意識を昂揚し事故l防止体制を持続させる必要があることから、危機管理に   

関する継続的な教育・研修を実施している。  

5．検査、製剤業務の集約化・広域化   

法令に適合し、充実した施設及び体制のもとで血液製剤の安全性の向上を   

図るとともに、効率的な事業運営のため、平成19年度は全国28カ所で実施   

していた検査業務のうち13カ所を集約した。平成20隼度夏頃までに全国10   

カ所に集約することとしている。製剤業務については、平成19年度は全国51   

カ所で実施していた製造業務のうち7カ所を集約した。また、業務集約によ   

る効果としては、検査業務の集約化を行うことにより、検査機器及び試薬等   

の検査コストを削減することが可能となるとともに、広域的な需給管理とし   

て、集約グループ単位で在庫管理を行うことにより血液製剤の有効活用が図  

れた。例えば、広島、島根、山口、愛媛の各血液センターの血′ト板製剤の減  

損率については、集約前と比較して約1／3に減少した。  

6．健全財政の確立   

平成18年度から全国の血液センターにおいては3か年の経営改善計画を策   

定し、経営改善に取り組んでいる。   

特に、早急に経営の改善を必要とする血液センターについては、財政面及   

び事業面でそれぞれの判断基準を設け、該当した血液センターを対象センタ   

ーとして指定し、経営改善を実施している。これらの血液センターには、血  

液事業本都職員を派遣して直接指導するとともに、随時、進捗状況をヒアリ   

ングして着実な改善を図った。   



参 考  

、n成19隼度の採血▲及び供給実績  

（1）採血実績  

、†（成用件鳩  構成比  平成19年度  構成比   増減木敷   前年度比  
採血ノブ法  

（A） 本   十十、  （1う） 本   ％  （Ⅰう）－（A） 本   ←十、  

2川）111l」   7日（），464  1R．R（シf）   544，12ノl  11．0％   △2・・15，こう仁10   （弼．〔）（パ，  

2，7〔‖，51ニう  53．0（％  2，96」4，57こう  59．H（瑳）   17（），（）6り   1〔）6．1〔冥，  
▲l（）〔）11■】t  

成分献血  1，：う99，0こう2  2札2一抹  1，4′・17，255  29．2（冥）   －′18，22：う   10こう∴1一宮，  

計   ′l，（）Hこう，009  10（）．0（舛，  ‘′1，955，リ52  100．0－％   △27，057   99．5（樟〕   

・仝【†】l＿に－Liめる40（）111l．の割合・・・H′1．5％（前年度7H．（）％）  

（2）供給実績  

ア 輸血川血液製剤供給実績（換算本数）  

平成l針隼度  構成比  平成19年度  構成上ヒ   増減本牧   前年度比   
区分  

（A） 本   t）．／  ′rl   （li） 本   り／ ′り   

（H） い＼）本   り′／   ／り  

全血製剤   こう，2ご－11   （）．け｝ら   1，H76  0．（）％   △l∴う65   57．り（瑳，   

赤血球製剤   5，Hlこう∴′t4：う  ：う5．9りら  5，9（）2，5′l・′l  35．31瑳，   H9，1（）1   1りl．5（舛）   

2，67二三，697  16．5サム  2，905，289  17．′l〔瑳，   血柴製剤  2こう2，59二2   10軋7－％   

血小板製剤   7，695，949  ‘17．（うりム  7，922，R79  47∴う（舛，   226，9：う0   102．9（冥）   

計   16，けi5∴うこiO  10（）．（）ワ′r）  16，7こう2，5HH  100．0（％   5⊥17，25H   10：トl〔沫   

イ 血膝分画製剤供給実績（単位換算）医療機関に販売した本数  

増滅本数  
区分   、n友18年度（八）  平成1リ隼度（B）  前牢度比   

（H）（A）  

′宇ア／レソニミン   r450，R95   ∠t61，4代ノ4   l〔），5R9   川2∴う（施   

スニ⊥イトM   9l，026   B6，816   △′′1，210   95．ご1－％   

1うs人免疫グし丁プリン   ′＝将   ノ1」t3   △6   9R．7し宮，   

ポリグ∵l二、ンN‡ヰ5‘）ノご，   lR，716   66，（）21   r17∴う05   352．H〔）i，   

・赤卜い′ルブミンほ、25（†イ）50rnし換算  

・クロスエイトM仁LlOO（）l由佳換算  

・抗1Ilうs人免疫グカブリンは、l（）0（）単位5rnlJ換算  

・口赤ポリグ［！ビンN注訂％H、2．5g換算  
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献血者健康被害救済制度の運用状況について   

1．献血者の健康被害発生状況（平成19年度）  

（1）献血者数と健康被害発生状況  

2．献血者健康被害救済制度の運用状況（平成19年度）   

（1）態様別件数（医療機関に受診した事例）  

合計777件  

皇榛 67件  

0  20  40  60  80  100  1三≧0  140  1（51〕  

V VR  

VVR季云例   

皮下出血   

神指揮傷  

R SD ■2  

クエン酸反応 ■2   

アレルキー‥11  

過換気症候群 －■8  

血栓性静脈楽 ≡≡≡≡12  

神経障害  

穿刹那痛   

かふれ ■■5  

けいわん ■■5  

動脈貫刺11   



（2）性別・態様別件数（医療機関に受診した事例）  

合計777件  

重複 67件  

l‾）  ごり  1l■）  （－．1）   

VVR 桝輝瞳針圧醗痛打鰊悌髄類鞭普翌飢障憮解紆凍  

鋸）  100  1二：t二l  

VVR転倒   

皮下出血  麟緋被借越か炉しぎ－緋泌勲‰泌戚鰯紛解離鶴癖芯む沃中謳銚五戒臆繭  

神経損傷 鰍官職鴎叔フもイ㈱－り拍摘触髄払灘鋤幽恥無頼斬れ瀬㌢帝折渡練潤搬腐甥邦雄泊れ   

R S D  

クエン酸‥   

アレルー一  

過換気症・・  

血栓惟静・・  

神経障害  

穿刑部痛   

かぶれ  

けいれん  

脚◆ヱ  

I即しつ■1ヽ．－■∵∴▼，．－一・「1∴」ニー・1  ◆  

lt▼ヽ †■▼－ヽ■・1，け・タへ、▼  

動脈穿刺 崇   
その他 鯛晰郷潤測披  

辟男仲 女仲  

ク  ア   
∨ ∨  皮   神  

叛   
∨      下   経  R  

l   症   

エ  

レ  

傷  ∨ R  R 転  出   
応   応   群   炎   

性   

男性  44  68  57  66  2  0   0  2  7  43  23  3  4  口  100  420   

女性  92  68  41  41   0  2   6  5  29  18  2  0  51  357   

合計  136  136  98  107  2  2   8  12  72  41   5  5  口  151  777   
重複   8    10  5  0  0  5  0  5  4  3  0  24  67   
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（3）採血種別・性別発生件数  

性  ∨   ク  lア   症 過  静 血  手中  穿  か  け い  動  そ  計  
別  ∨  邪  皮  神  R  反   馳                             下 出  経 4貞  S   エ 応姦   候 換  脈 栓  経 障  乗り 吾β  ぷ  れ  脈 穿  の  

男   5  2  19  0  0  0  0  0  9  3  0  0    7  47  
不採血  

女   36     0  2  4  10  0  0  0  0    9  6  0  0  0  4   

男   3  2  4  3  0  0  0  0  0  0  0  0  5  19  
200m」  

女  13  2  12  7  0  0  0  2  口   62                       7  6  0  0  0  12   

男  31  50  26  34  口  0  0  2  3  27  14  3  3  0  67  261  
400m」  

女  54  50  12  14  0  0  0  口   10  2  166  

男   5  5  12  4    0  0  0  0  2  4  0    0  6  40  
PPP  

女  13  8  10  5  0  0  口  2  2  口   56                         3    0  0  10   

男   4  6  13  6  0  0  0  0  3  4  2  0  0  0  15  53  
PC  

女  12  6  3  5  0  2  0  口   37                     0  2    0  0  0  5   

1 100 420 

357   女  92  68  41  41  0  2  口  6  5  29  18  2  口  0  51   

（4）献血回数別件数  

神 経  R  反 呈  lア 邪  症 過   血 脈栓  神 経  穿 刺  か  け い  動 脈  そ  計   
割   

回   ∨  宗…  皮 下  性  静   
ぶ れ  れ ん  穿   の 他  Jゝ 【コ   

刺  

0  48  43  12  14  0  3  3  10  7  2    0  26  171   22．0％   

l  19  19  10  14  0  0  0  8  2  0    0  14  89   11．6％   

2  7  14    12  0  0．  0  5  6  0    0  14  72   9．3％   

3  9  9  7  9  0  0  0  6  0    0    10   6．9％   

4  7  4  6  5  0  0  0  0  0  5  2  0  0  0  7  36   4．6％   

5  4  5  3  4  0  0  0  0  0  2    0    0  6  26   3．4％   

6  5  3  2  口  0  0  0  0  2  2  口  0  0  0  6  22   2．8％   

7  0  5  2  4  0  0  0  2  3  0  0  0  4  22   2．8％   

8  2  4  3  3  0  0  0  0  0  5  0    0  0  6  24   3．1％   

9  2  口  3  2  0  0  0  0  0  3  2  0  0  0  5  18   2．3％   

10  3  口  4  2  0  0  0  0  0  3  0  0  0  0  3  16   2．1％   

11′、■20  12  皿  10  16  0  0  0  口  2  10  9  0  0  0  21  92   ＝．8％   

21～30  6  8  8  7  0  0  0  0    8  3  口  0  0  8  50   6．4％   

31～40  3    5  8  0  0  0  0  3  0  0  0  3   3．2％   

41′－50  2  3  0  0  0  0  0  0  0  0  3  12   1．6％   

51′－60  0  3  3  2  0  0  0  口  0  口  0  0  0  0  5  15   1．9％   

61～70  口  0  2  0  0  0  0  0  口  0  0  0  口  0  3  8   1．0％   

71′〉80  0  口  2  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  3   0．4％   

81′、■90  2  口  3  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  6   0．8％   

91～100  0    0  口  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  3  5   0．6％   

柑l～200  4  0  0  0  0  0  0  0    0  0  0  4  1．4％   

201以上  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   0．0％   

合計  136  136  98  107  2  2  口  8  12  72  41  5  5  口  151  777  100．0％  



（5）採血後（抜針後）からの時間別∨VR、∨VR転倒発生状況  

り  11l  ごt1  11  111  う」二I   

採血時  

5分以内   

10力以内  
1：l  

20分以内 芦竺巴〒竺6   

30分以内 ≡〒 丁  

已0  

10  

60分以内  七三、1已  

120分以  

内  

180分以   

内  

18C分以  

上  

「「  
10   

‾‾‾‾‾「‾‾∴二l（丁l  
・二I   

1†；l  

rvvR VVR転倒  

採血時  5分以内  10分以内  20分以内  30分以内  60分以内  120分以内  180分以内  180分以上  合計   

∨VR   39   23   13   6   7   12   7   10   19  136   

∨VR転倒   6   28   45   20   10   9   10   5   3  136   

合計   45   51   58   26   17   21   17   15   22  272   

（6）給付件数・給付額  

①医療真の給付件数  541件   

②医療責（平均）   7，063，225円（13，056円）   

③医療手当給付件数  541件   

④医療手当（平均） 9，051，360円（16，731円）  

※ 医療費については、母子家庭医療費受給者による医療費免除3件、医療手当については、  

請求辞退3件を除く。  
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（7）入・通院件数  

VVR  皮下出  神経損  過換気  穿刺部  神経障  クエン酸  血栓性  アレル   けいれ   
∨VR  RSD  かぶれ  その他  合計  

転倒   血   傷  症候群  痛   

≡巨 l：：コ   

反応  静脈炎  ギー  ん   

1日   79   73   39   27   17   27   0   6   0   0   42   313  

2日   6   9   8   0   5   6   0   0   0   0   22   60  

3日   2   5   5   16   0   2   3   0   0   0   0   0   14   48  

4日   3   2   8   0   2   0   2   0   0   0   5   25  

通  5日   0   2   3   4   0   3   0   0   0   0   0   0   4   18  

6日   2   0   2   0   2   0   0   0   0   0   0   9  

院  7日   2   0   0   2   0   0   0   0   0   0   2   8  

8日～14日   6   3   9   0   7   0   0   0   0   0   0   3   30  

15日～30日   0   3   4   0   2   0   0   0   0   0   0   3   14  

31日以上   0   0   2   6   0   0   4   0   0   0   0   0   0   2   14  

合 計   91   104   57   86   29   58   9   0   2   98   538   

■1  



《参 考）  

献血者健康被害救済制度の概要  

Ⅰ 献血健康被害救済制度  

献血者健康被害救済制度は、献血によって皮下出血や神経損傷などの健康被害が生じ、医療機関を  

受診した献血者に対して、国の定めた「献血者等の健康被害の補償に関するガイドライン」（平成18  

年9月20日付け薬食発第0920001号厚生労働省医薬食品局長通知別添）に準拠し、日本赤十字社が健  

康被害を生じた献血者等に給付を行うものであり、給付項目は、医療費、医療手当、障害給付、死亡  

給付、葬祭料で給付内容は以下のとおりである。   

①医療費は公的医療保険等により給付を受けることができる場合には原則、自己負担分を給付   

②医療手当は入通院の日額が4，480円、1ケ月の上限を3万5，800円とし、入通院の1日目から給付  

（医療費以外の費用を補填するもの）   

③障害が残った場合に対象となる障害給付については1－14級の障害等級に応じて44万円から  

1179万2千円を給付   

④死亡給付は880万円、葬祭料は19万9千円を給付  

このように国の関与の下に公平性、透明性及び迅速性に配慮した新たな救済制度が導入され、献血者  

がより安心して献血に参加できる環境が整備された。  

Ⅱ 献血者健康被害救済制度の仕組み  
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新たな核酸増幅検査（NAT）システムの導入   

HBV、HCV、HIVの3ウイルス同時検出のNATシステムとしてロシュ社の  

Cobass401（機器）／TaqScreenMPX（試薬）を導入することとした。木システ  

ムは、核酸抽出から増幅、検出まで1台で行う全自動タイプであり、試薬性能  

も現行試薬に比べ感度が約3倍向上しており、HIVlグループ0及びHIV－2の  

検出も可能であることからさらなる安令件の向卜が期待できる。   

北海道千歳NAT施設（血柴分画センター）では本年6月中に稼働を開始し、  

8月には京都福知IhNAT施設（血液管理センター）、9月には東京NAT施設（中  

央血液研究所）で順次稼働開始する予定である。12月には、現存東京NAT施  

設で行っている九州・沖縄地域のNATを新設する九州NAT施設（九州血液セ  

ンター）で行う予定である。  

95％CI：2．2～5．3  HBV  3．2IU／mL  

HCV  95％CI：6．6～71．7  12．4IU／mL  

HIV－1GroupM  95％CI：31．8～63．8  41．8IU／mL  

HIV－1GroupO  95％CI：59．4～ 262．9  93．7copy／mL  

HIV－2  95％CI：1．5′～3．1  

ロシュ社資料   

2．O copy／mL  
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